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明
栄
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人

メ
寺

て
ヌ
寺
町
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皇
さ
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判
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秀
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大
白
木

~ ，、

遠い昔のことでした。毎夜太郎山 を越えてゆく美しい娘 がおりました。ふとしたことから知りあった

山の向うの恋しい男のもとへ通う姿でありました。しかし男の心には、恐しい疑いが芽はえていました。

夜ごとあの険しい山を越えてくるのは魔性のものではなかろ うか。 疑いはもうどうしようもないほど

にな って ・・・・・・。 月も凍る夜、男はがけふ ちの大木の陰に隠れて娘の来る の を待ちました。

次の朝、谷底で息たえている娘が見っかりました。やがて巡ってきた春に、 山のつつじは血のような

真っ赤な色に咲きました。人々は恋に死んだ娘の血が花にな ったとうわさしあ ったということです。

市民と市長の日

「市民と市長の日」を都合により

1月16日(刈午前 9時から午後 4時

まで市役所 3階 市 長室 で行L、ます。

お気軽におでかけくださし、。

主な内容

市の発展をささえる産業功労者79人を表彰一-

景気浮f坊を図り各種事業の促進に努力(市長提案説明)it.....3 ・4ページ
12月定例市議会同〈
市財政状況の公表、昭和53年上半期........................4 ・5ページ

半過・小牧僑建設推進に 2つの同盟会結成一・…一.............6ページ

保育関入園申請の受付 1月22日-2月14日・・ーー・・・ー・ー・・・・・・ .7ページ

管平へのスキーは茎儲荘を利用しよう ー....一一......ー・ー.....8ページ

中央の商庖街に 「市民トイレ」開設きれし、に使お う・・・一.......9へージ

住みiミL、上田市を目指す公害防止監視員を委嘱ー・一一....1 0へージ

-・・・・ 2ページ
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産
業
功
労
者

百
人
を
表
彰

市
は
、
技
能
尊
重
月
間
で
も
あ

っ
た

卜

一
月
の
ニ
卜
三
臼
「勤
労
感
謝
の
日
」

に
H

上
岡
市
産
業
功
労
者
表
彰
式
。
を

行
い

、
股
林
水
産
業
部
門
、
商
工
業
部

門
、
技
能
部
門
の
七
十
九
名
の
皆
さ
ん

を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
目
立
た
な
い
仕
事
に

た
ず
さ
わ
り
な
が
ら
、
同

一
職
種
で
二

十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
上
田
市

発
展
の
た
め
に
地
味
な
努
力
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
、
大
工
・
左
官
・
石
工
・
配

管
工
・
表
具
師
・
建
具
屋
さ
ん
、
農
家

の
人
や
庖
員
・
工
員
さ
ん
な
ど
の
皆
さ

ん
を
表
彰
し
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
市
発

展
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
意

欲
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

市
が
今
年
か
ら
設
け
た
表
彰
制
度
で
す
。

‘受賞者の皆さんに贈呈した
「上田市産業功労者賞」の盾。

壇上で一 人ひとり石井市長(中央後向き)から
表彰状と産業功労者賞を受ける受賞者の皆さ
ん。

えつ一第 781号 (れlZA;凶211)一一一 広報

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

北
係
弥
作
さ
ん
(
右
)
。(
左
端
は
、
謝
辞

を
受
け
る
石
井
市
長
)

ま
し

てみ
A
い
与
レ
ロ
百
九
r
ーら
そ

P日比
luE

表
彰
式
で
は
、
石
井
市
長
が
「
永
い

歳
月
の
聞
に
は
、
大
変
な
ご
苦
労
も
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
仕

事
は
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

健
康
に
留
意
さ
れ
一
層
の
こ
活
躍
を
お

願
い
し
ま
す
口
と
、
今
ま
で
の
努
力
を

た
た
え
た
あ
と
、
表
彰
状
と
産
業
功
労

者
賞

(
盾
)
を

一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

農
林
水
産
業
部
門
の
北
保
弥
作
さ
ん
(
八

十
一
歳
)
が
「
仕
事
へ
の
努
力
が
認
め

ら
れ
て
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
口
と
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た。
式
典
に
は
、
功
労
者
の
皆
さ
ん
の
ほ

か
、
功
労
者
を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た

商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
農
業
協
同
組

合
、
建
設
業
協
会
な
ど
関
係
団
体
の

代
表
者
の
皆
さ
ん
、
市
議
会
議
員
、
自

治
会
長
さ
ん
な
ど
約
百
名
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(
五
十
音
順
)

〈
農
林
水
産
業
部
門
〉

マ
井
沢
茂

一
郎
さ
ん
マ
小
田
切
芳
直
さ

ん
マ
金
子
儀
作
さ
ん
マ
岸
田
寛
道
さ
ん

マ
倉
島
安
衛
さ
ん
マ
甲
田
勇
さ
ん
マ

田
中
桂
助
さ
ん

マ
中
沢
貞
康
さ
ん
マ
林

正
男
さ
ん

マ
北
燥
弥
作
さ
ん

マ
前
島
午

之
助
さ
ん
マ
若
林
忠
示
さ
ん
。

〈商
工
業
部
門
〉

マ
池
田
誠
き
ん
マ
石
川
伝
重
さ
ん
マ

金
沢
昌

一
さ
ん
マ
菊
池
林
三
さ
ん

マ
小

林

博

さ

ん

マ

小

宮

山

司

さ

ん

マ

斎

藤
周
一
さ
ん
マ
斉
藤
利
治
さ
ん
マ
酒
井

三
男
さ
ん
マ
佐
藤
繁
雄
さ
ん
マ
高
遠
泰

助
さ
ん
マ
田
中
積
雄
さ
ん
マ
田
中
文
太

郎
さ
ん
マ
田
村
秀
吉
さ
ん
マ
土
屋
稔

さ
ん
マ
寺
崎
明
利
さ
ん
マ
永
井
清
司
さ

ん
マ
長
田
豊
さ
ん
マ
樋
口
庶
さ
ん

マ
古
川
久
治
さ
ん
マ
宮
沢
騎
鬼
男
さ
ん

マ
山
口
角
二
郎
さ
ん
マ
山
崎
真
吾
さ
ん

マ
依
田
政
好
さ
ん

〈技
能
部
門
〉

マ
青
木
賢
三
さ
ん
マ
青
木
作
治
さ
ん
マ

秋
山
貞
徳
さ
ん
マ
石
合
豊
美
さ
ん
マ
市

場
忠
男
さ
ん
マ
出
崎
政
種
さ
ん
マ
岡
村

清
晴
さ
ん
マ
荻
野
正
人
さ
ん
マ
金
森
市

治
さ
ん
マ
倉
科
林
太
さ
ん
マ
小
林
岩
雄

さ
ん
マ
小
林
卯
吉
さ
ん
マ
小
林
銀
子
さ

ん
マ
佐
々
木
さ
わ
さ
ん
マ
塩
川
康
行
さ

ん
マ
関
司
馬
之
助
さ
ん
マ
高
桑
藤
三

さ
ん
マ
滝
本
忠
次
郎
さ
ん
マ
竹
内
孝
司

さ
ん
マ
田
中
太
助
さ
ん
マ
玉
井
文
雄
さ

ん
マ
土
屋
主
善
さ
ん
マ
続
典
夫
さ
ん

マ
西
島
敏
雄
さ
ん
マ
樋
口
袈
裟
庇
さ
ん

マ
福
沢
次
郎
さ
ん
マ
古
川
光
男
さ
ん
マ

増
田
斌
夫
き
ん
マ
松
田
幸

一
さ
ん
マ
水

沢
信
義
さ
ん
マ
宮
崎
今
朝
次
さ
ん
マ
宮

下
喜
則
さ
ん
マ
宮
原
勝
さ
ん
マ
宮
本

春
吉
さ
ん
マ
矢
島
竹
治
き
ん
マ
山
崎
信

一
さ
ん
マ
山
田
信
好
さ
ん
マ
湯
本
由
太

郎
さ
ん
マ
横
山
佐
治
さ
ん

マ
吉
沢
三
郎

さ
ん
マ
若
林
輿
子
吉
さ

ん
マ
渡
辺
秀
治

さ
ん
マ
渡
辺
{女
治
さ
ん

浮
島
匝
いに
い
l
h

庁
後

「
障
の
じ静
肉
階
屋
h
|

|
相
同
知
再
ハ
限
時
晴
の
「阪
瞳
挙
貸
出
よ
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耳
中
日
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さ
ん
マ
渡
辺
安
治
さ
ん
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景気浮揚を図り

各種事業の促進に努力

靖長:提:案言克明

本
日
こ
こ
に
昭
和
五
卜
三
年
卜
二
片

定
例
市
議
会
を
付
集
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は

公
広
と
も
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
を

賜
り
ま
し
て
、
誠
に
ご
背
労
さ
ま
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
諸
議
案
の
ご
審
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
に
あ
た

り

当
面
の
市
政

の

一
端
を
申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
国
の
地
策
と
し
て
景
気
浮
凶
怖

の
た
め
の
公
共
事
業
を
含
む
補
正
予
算

が
先
の
臨
時
国
会
で
決
定
い
た
し
ま
し

て
当
市
に
も
学
校
改
築
、
自
然
運
動
公

凶
等
へ
の
充
当
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
債
務
負
伺
の
解
消
や
該
当
事
業
の

一
一
層
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

半
過
橋
の
架
橋
促
進
、
ま
た
、

小
牧

'】ーベ3)一一一一昭和53年12月16日 広報

、............. 

12月定例市議会で、提案説明を述べる石井市長

怖
や
新
幹
線
上
田
駅
に
関
連
し
た
主
要

地
方
道
上
回
茅
野
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
の
小
牧
地
籍
と
丸
チ
地
籍
を
結
ぶ
県

道
の
新
設
等
に

つ
き
ま
し
て
、

地
元
住

民
や
関
係
町
村
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

そ
の
実
現
促
進
の
た
め
、
期
成
同
盟
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
時
宜
を
得
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の

運
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ

る
も
の
と
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

青
少
年
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ま

こ
と
に
大
き
な
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、

庁
内
機
構
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係
す
る
諸

機
闘
が
相

E
に
連
け
い
し
活
動
の
で
き

る
態
勢
を
打
ち
出
す
よ
う
関
係
部
課
に

お
い
て
研
究
協
議
を
進
め
て
お
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

景
気
浮
揚
の
た
め
の
公
共
事
業
に
つ

を
受
け
る
石
井
市
長

き
ま
し
て
は
、
各
方
面
か

ら
そ
の
促
進

が
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

、
こ
れ
ま

で
に

ご
決
定

を
い
た
だ

き
ま
し
た
各
種

事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
者
の
皆

さ
ん

の
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
そ
の
促

進
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
年
度
も
後

〈
商
工
業
部
門
〉

半
を
迎
、ぇ
、
今
後
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

以
上
簡
単
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、

今
後
と
も
市
議
会
の
皆
さ
ま

の一

層

の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

条

例

十
月

一
日
か
ら
実
施
さ
れ
た
麻
し
ん

(
は
し
か

)
の

予
防
接
種
な
ど
の
法
定

予
防
接
種
が
原
因
で
発
生
し
た
健
康
被

害
に
対
し
、
適
正
か
つ
円
滑
に
対
処
す

る
た
め
、
調
査
審
議
し
て
い
た
だ
く
「
上

田
市
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
審
議
会

条
例
」
の
制
定
。

下
水
道
事
業
第
二
期
計
画
地
区
内
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

受
益
者
負
担
金
を
定
め
た
「
上
田
市
都

市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
。

川
西
地
区
の
土
地
、
家
屋
は
、
都
市

計
画
税
の
課
税
対
象
か
ら
除
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
五
十
四
年
度
か
ら
課
税
対

象
と
す
る
「上
田
市
都
市
計
画
税
条
例
」

の

一
部
改
正
。

石
井
光

一
さ
ん

(
大
手
二

)
か
ら
「
点

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
」
の
増
額
に

あ
て
て
は
し
い
と
、
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
た
め
、
石
井
さ
ん
の
こ
意

志
に
そ

っ
て
基
金
の
増
額
を
図
る

「
占
…

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
」
の

一

部
改
正
な
ど
十
二
件
を
提
案
い
た
し
ま

l
)
た
。

補
正
予
算

補
正
額
八
億
二
千
四
百
九
十
八
万
四

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り

予
算
総
額
は
、
百
四
十
五
億
三
千
三
百

十

一
万
四
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に

比
し
て
三

二
ハ
・
九
%
と
な
り
ま
す
。

マ
歳
入
の
主
な
も
の

繰
越
金
、
二
億
六
千
百
七
十
五
万
五

千
円
。
市
債
、

二
億
四
千
八
百
四
十
万

円
。
国
庫
支
出
金
、

一
億
四
千
百
九
十

五
万
九
千
円
な
ど
い
ず
れ
も
収
入
可
能

な
範
囲
で
計
上
し
ま
し
た
。

マ
歳
出
の
主
な
も
の

〈
総
務
費
〉

来
年
度
庁
舎
増
築
計
画
の
資
金
を
含

め
た

、
財
政
調
整
基
金
と
し
て
三
億
円

を
積
み
立
て
ま
す
。
来
年
四
月
に
行
わ

れ
る
知
事
、
県
議
の一

般
選
挙
資
お
よ

び
下
室
賀
財
産
区
議
会
議
員
選
挙
校

ω

一
戸
当
り
七
百
円
に
引
き
あ
げ
る
自
治

会
委
託
料

の
追
加
計
上
分
百
四
十
七
万

九
千
円
。
石
井
鶴
三
さ
ん

の
作
品
の
ブ

ロ
ン
ズ
制
作
委
託
料

一
千
万
円
を
含
め

来
年
度
六
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
面
必

要
な
記
念
事
業
費
一
千
五
十
一
万
六
千

円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
民
生
費
〉

生
活
保
護
扶
助
費
三
千
二
百
十
万
円
。

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
拡
張
の
た
め
の
代

替
地
購
入
費
二
千
二
百
五
十
九
万
八
千

円
。
東
塩
田
老
人
集
会
所
舗
装
工
事
費
。

私
立
保
育
所
へ
の
人
件
費
補
助
。
点
訳

奉
仕
活
動
費
と
し
て
石
井
光
一
さ
ん
か

ら
の
寄
付
金
五
百
万
円
の
基
金
積
立
。

海
野
町
商
庖
会
か
ら
の
寄
付
金
を
財
源

と
し
て
交
通
遺
児
に

一
人
三
千
五
百
円

相
当
の
商
品
券
を
贈
る
な
ど
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

〈
衛
生
費
〉

家
庭
雑
排
水
浄
化
そ
う
七
百
五
十
基

分
を
追
加
補
助
す
る
一
千
百
五
万
円
。

井
戸
水
汚
染
の
対
策
と
し
て
水
道
本
管

敷
設
工
事
負
担
金
補
助
。
公
衆
浴
場
経

営
安
定
化
補
助
金
。
上
田
市
医
師
会
看

護
学
院
運
営
賃
補
助
金
。
国
民
年
金
保

険
料
の
特
別
納
付
制
度
実
施
に
伴
い

保
険
料
の
一

括
納
入
か
困
難
な
人
に
対

し
、
融
資
制
度
を
設
け
、
利
子
術
給
す

る
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

固
か
ら
交
付

の
あ

っ
た
水
田
利
用
内
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制
推
進
特
別
交
付
金
二
千
六
百
十
万
円
。

同
和
地
区
農
業
振
興
策
の
な
め
こ
周
年

栽
諸
施
設
建
設
工
事
費
一
千
二
百
三
十

八
万
円
。
瓦
十
五
年
度
か
ら
実
地
す
る

盟
里
地
区
県
営
は
場
整
備
事
業
の
現
況

測
量
委
託
料
な
ど
八
百
万
円
。
水
路
、

農
道
改
修
補
助
金
八
百
万
円
な
ど
の
予

算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
商
工
費
〉

上
回
卸
商
業
協
同
組
合
事
業
補
助
金

五
百
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し

た。〈
土
木
費
〉

道
路
新
設
改
良
工
事
お
よ
び
橋
り
ょ

う
新
設
改
良
工
事
費
九
千
百
万
円
。
河

川
用
悪
水
路
改
修
工
事
費
一
千
五
百
万

円
。
秋
和
上
堀
線
工
事
費
五
千
七
百
九

万
円
。
新
参
町
下
郷
線
工
事
費
五
百
五

十
万
円
。
自
然
運
動
公
固
め
五
十
メ
ー

ト
ル
プ

l
ル
、
運
動
広
場
工
事
費
六
千
四

百
万
円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
教
育
費
〉

神
科
・
東
塩
田
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
費
一
億
一
千
二
百
九
十
二
万
二
千
円

第
四
中
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設
工
事

費
七
百
五
十
万
円
。
来
年
度
上
田
市
で

開
催
さ
れ
る
視
聴
覚
教
育
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
公
開
研
究
授
業
に
必

要
な
視
聴
覚
備
品
購
入
費
九
百
三
十
万

円
。
陸
上
競
技
場
の
第
三
種
公
認
を
更

新
す
る
同
競
技
場
改
修
工
事
費
一
千
万

円
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

臼
年
度
一
般
会
計

特
別
会
計
と
も
黒
字

五
十
二
年
度
一
般
会
計
は
、
二
億
九

千
百
七
十
五
万
五
千
六
百
三
十
円
、
特

別
会
計
も
国
保
会
計
な
ど
七
会
計
で
一

億
八
千
四
百
万
五
千
三
十
円
と
い
ず
れ

も
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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く昭和53年度上半期〉

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、
上
半
期

と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
財
政
内

容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

五
十
三
年
度
上
半
期
(
五
十
三
年
四

月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
)
の
財
政
状

況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ
や
表
に
あ
ら
わ

し
て
あ
り
ま
す
。

(53年 9月30日現在)

住
宅

建 敷

物地

積

JL 

金

有

証

f面

券

土

I也

建

物

財産表

山

キ本

付
か
育
ど
福
。

給
は
保
な
民
す

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
、
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

注

l
表
、
グ
ラ
フ
の
数
字
は
、
万
円

以
下
切
り
す
て
。

七
七

一
五
四
、

O
六
三
万
円

四

O
O、
八
八
二
万
円

一
、
一
一
ム
ハ

一
二
ハ
+
ハ
肘

二
O
三、

三
五
四
ぽ

一
六
、
九
一
六

ロl'

四二
九O

九
四

O
M

O
六

O
肘

一時借入金
(53年 9月30日現在)

l O円 l借入現在高

債務負担行為
(53年 9月初日現在)

担

議決額は、議会で承認された限度
額。実負担額は実際に負担する額。

負実

(単位万円)

区 分 一般会計 特別会計 ~ 言十

昭 和 53年 3 月末現在高 341，655 171 ，096 512，752 

昭和和53年 4月月1日から
154，030 67，650 221，680 昭 53年 9 末日までの借入額

昭和53年 4月 1日から
17，164 1，366 18，531 

昭和53年 9月末日までの償還額

差引現在高 478，520 237，380 715，900 

(53年 9月30日現在)地方債現在高
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土 木費

道路の新設改良舗装、補修、交
通安全施設(写真・公園前の歩道工
事)などにカが注がれています。

教 育費

神科(写真)・豊殿小学校などの
増改築のほか教材、教具、図書の
整備など、小中学校の充実に力が
注がれています。

民 生費

老人医療費、乳幼児医療費給付
金、身障者医療費補助などのほか
上田市で初めての二階建ての保育
園、東部保育園(写真)の建設など
の保育事業や同和事業など住民福
祉の向上に力が注がれてい ます。

特別会計上半期収支状況 一般会計上半期収支状況
(53年 9月30日現在)

歳 入 歳出

総予算額 421意9，488万円 総予算額 42億9，488万円

総収入済額 15億2，297万円 総支出済額 13億3，800万円
(35.5%) (31.2%) 

匡函予算額

Eコ収入済額
11内向%収入耶です

2健4.お4万円(92
21t6反則万円

3.277万円(144.9%)
2262万円

3.819万円

医麹 予 算 額

Eコ支出済額
11問的%宜出車です

市税

地方交付税

国庫支出金

市

〔参考〕

5憧

5憧

(53年 9月30日現在J

10憧 15憧

18t1.3.198万両
7t18，459万円(428歩引

16也210万円
。万円(0%)

歳入

総収入済額 57憶1.644万円

(42.0%) 

図画予算額 Cコ取入済額

<;DII内向 %岨入車です

同偉 15億

200・108方円

6'・1，666万円(308%)

.... 弘ぷ一一一-
171・6，038方内

81S 100万内 (45，5%)

34t'16，611万円

14!t-Z6百百両百両E克}

13fa4.4豆琵
5fa6.923方円(42.3%)

"惚1.614万円E・1保有品・u
10・363万円J(82.5%】

「一歳

地方債現 在 高 (53年間30日現在) 債務負担行為 (53年 9月30日現在) (単位万同)

区 分 金 額 単位万円 区 分 議決額 実負担額 一時借入金
一般会計現在高 478，520 一般会計現在高 715，349 328，016 (53年 9月30日現在)

特別会計現在高 237，380 特別会計現在高 。 。
一般会計現在高 O円

企業会計現在高
。 。

企業会計現在高 237，686産水院道 4，801 
232，884 

計 715，349 328，016 

特別会計現在高 0円

企業会計現在高 0円

計 953，587 002議E決負額担舗は議は婁会際で承に認負担きれすたる額限度額
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半

過

小
牧
橋
の

建
設
促
進
を
図
る

• 

11 

つ
の
同
盟
会
結
成

l

市
は
、
上
回
橋
、
古
舟
橋
、
大
屋
橋

な
ど
朝
夕
の
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
い
こ
と

と
、
千
曲
川
で
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
い

る
市
の
発
展
を
図
る
う
え
か
ら
も
新
し

い
橋
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
十

一
月
二
十
一
日
に
「
塩
尻
半
過
橋
建
設

期
成
同
盟
会
」
を
同
二
十
九
日
に
「
千

曲
川
左
岸
バ
イ
パ
ス
建
設
期
成
同
盟
会
」

を
結
成
、
半
過
橋
・
小
牧
橋
(
仮
称
)

の
建
設
促
進
を
国
や
県
に
働
き
か
け
て

行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

塩
尻
半
過
橋
建
設
期
成
同
盟
会
は
、

市
、
市
議
会
と
関
係
五
十
四
自
治
会
で

構
成
、
会
長
を
石
井
市
長
と
し
、
塩
田

・
川
西
地
区
と
塩
尻
地
籍
の
国
道
十
八

号
線
を
結
ぶ
半
過
橋
を
半
過
地
籍
に
っ

く
り
、
混
雑
の
ひ
ど
い
上
田
橋
、
古
舟

橋
の
渋
滞
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
坂

城
・
長
野
方
面
へ
の
短
縮
を
図
り
ま
す
の

半
過
橋
の
建
設
促
進
に
つ
い
て
は
、

えつー第 781号 (思?託部品芸品)一一一広報

ごあいさつ

市民の皆様には年末何かとご多忙の折りいよい

よご清栄のことと拝察申しあげます。

皆様すでにご承知のとおり、昭和50年 10月公職

選挙法が改正され、「寄付行為の禁止等」規制を受

けてまいりました。私たち市議会議員は以来法の

趣旨を尊重して次の事項を守っていくことにして

おります。

従来の慣行を考えますとき、非礼にわたることも

あるかと存じますが市民の皆様の深いご理解とご

協力をお願い申しあげます。

なお虚礼廃止の申し合せにより年賀状、寒暑見

舞状も自粛致しますのであわせてご了承のほどお

願ぃ申しあげます。

昨
年
度
、
市
が
地
質
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
独
自
で
は
建

設
で
き
な
い
た
め
、
国
や
県
に
働
き
か

け
て
早
期
実
現
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。

小
牧
橋
建
設
促
進
の
た
め

ロ
月
7
日
県
へ
陳
情

盟
会
は
、
上
田
市
、
丸
子
町
、
同
両
議

会
な
ど
で
構
成
、
会
長
を
石
井
市
長
と

し
、
十
二
月
七
日
、
県
知
事
へ
第
一
回

の
陳
情
を
行
い
、
千
曲
川
左
岸
バ
イ
パ

ス
建
設
と
小
牧
橋
架
橋
の
早
期
実
現
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

同
同
盟
会
で
は
、
千
曲
川
左
岸
バ
イ

パ
ス
は
、
主
要
地
方
道
上
田
茅
野
線
の

バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
丸
子
町
か
ら
上
田

市
小
牧
ま
で
小
牧
山
の
下
に
ト
ン
ネ
ル

を
掘
る
か
、
堤
防
を
利
用
し
て
約
四
キ

ロ
μ
川
市
川
新
し
い
道
路
を
建
設
、
小
牧
に

橋
を
架
け
、
踏
入
地
籍
で
国
道
十
八
号

線
と
結
び
、
交
通
渋
滞
の
解
消
と
市
道

上
常
国
大
屋
線
(
旧
北
国
街
道
)
の
交

通
緩
和
を
図
り
ま
す
。

千
曲

廃する 0 12 
二、慶弔(結婚式、葬儀、法要、起工式、落成式、 lR

成人式、出初め式、入学式、卒業式、老人会、 1人
祭 り、花火、展覧会、共進会、各種スポーツ大目ス

会などの各種会合を含む)における祝儀、香典、 1室
生花花輪 供 物 、ヵ yフなどの金品を贈るこ 12
とは廃止する o ~同

三、お中元、お歳暮等は廃止する。 目

四、災害に対する見舞のため金品を贈ることは廃目

止する。~
五、陳情や一般各種団体旅行などにおける乗物、 l 

金品、飲食の提供は行わない。 11

六、以上のことは、各議員後援会の名において行 l
う場合も同様とする。 日

昭和53年 12月16日 目

3
h
 

z=一回

一、寄付行為は、いかなる理由をも ってするも全た
は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て

2
、
出
産
前
後
で
入
園
を
希
望
す
る
人

29日働までにすまそう

し尿のくみ取り
年末は毎年、し尿処理が集中し、処理に支障を

きたすことがありますので、 20日(月)までに「くみ

取り業者」へ申込み、 29日までにはすませましょ

j。っ。

上田市議会議員一同

ゴミは早目に出そう

29日(金)・30日(土)
年末ゴミ収集日

*29日幽は、金曜日の収集地区

*30日出は、土曜日 の収集地区

* 1月4日(村から平常どおり収集します。
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お知らせ

議
:八日堂縁日に「家内安全、商売繁盛」の
1お守りとして売られ、人気のある蘇民
;将来符の切りぞめが12月4日国分寺で
:行われました。不況続きの昨今から来
;年の縁日でもかなりの売れ行きが見込
.まれています。

保
育
園入

園
申
請
の
受
付

え

〈

1
月
辺
日

j
2
月
日
日
〉

I 一(7)一 一 一昭和53年12月16日 広報

来
年
凶
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

入
園
受
付
を
下
表
に
よ
り
、
各
保
育
園

ご
と
に
行
い
ま
す
の
で
、
入
国
を
希
望

し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
、
希
望
す
る

保
育
園
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
入
園
条
件
〉

1
、
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家

族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
。

2
、
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕

事
、
ま
た
は
自
営
業
、
農
業
に
従
事

し
て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
育
す

る
人
が
い
な
い
場
合
。

3
、
母
親
が
出
産
の
前
後
、
ま
た
は
疾

病
あ
る
い
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
り

同
居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合
。

園名 高千f 園名 民守
甘 iヨ各ヨト 園 1 122 かしわ保育園 215 
芙蓉保育園 " 123 西塩田保育園 " 1 5 
聖ミカエル保育園 " 124 ふたば保育園 " 16 
歓 喜 園 " 124 塩田中央保育園 " 16 
極 楽寺 保育園 " 125 塩田北保育園 " 1 7 
西丘保育園 " 125 塩田西保育園 " 1 7 
常国保育園 " 125 j甫里保育園 " 1 7 
東部保育園 " 126 白銀保育園 " 18 
川辺保育園 " 129 室賀 保育 園 " 18 
塩尻保育園 " 129 小 泉保育園 " 18 
泉田保育園 " 130 城下 保育 園 " 1 9 
神川第一保育園 " 130 国分保育園 " 113 
神川第一保育園 " 130 と き わ 保 育 園 " 113 
神科第一保育園 " 131 下之条保育園 " 114 
神科第一保育園 " 131 市役所保育課 " 115・16
豊殿保育 園 21 1 
南部保育園"1 1 受付時間一各保育園は
北保育園 "12 午後1時か ら同4時まで

保育課のみ午前 8時30
梅が丘保育園 " 1 2 分から午後 5時まで。
若葉保育園"15 

4
、
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
、
ま

程表日入園受付

原!á~、

廃

成

祭

会

生

た
は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て

母
親
が
常
に
そ
の
看
病
に
あ
た
り
、

同
居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合
。

5
、
母
親
が
死
亡
、
ま
た
は
行
方
不
明

な
ど
の
家
庭
で
、
同
居
の
家
族
に
保

育
す
る
人
が
い
な
い
場
合
。

6
、
災
害
に
よ
っ
て
居
宅
を
失
い
、
ま

た
は
破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に

保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

添
付
書
類
を
付
け
て
、
希
望
す
る
保
育

園
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

各
保
育
園
、
民
生
(
児
童
)
委
員
、
市

役
所
保
育
課
に
あ
り
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

1
、
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
三

年
度
源
泉
徴
収
票
の
写
し
。

四、

五、

2
、
出
産
前
後
で
入
園
を
希
望
す
る
人

は
、
母
子
手
帳
。

3
、
内
職
、
パ
ー
ト
な
ど
で
保
育
で
き

な
い
人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事

業
所
の
証
明
、
病
人
の
看
護
、
ま
た

は
母
親
が
病
気
の
人
は
そ
の
診
断
書
。

4
、
五
十
三
年
一
月
一
日
以
降
に
住
所

を
変
え
ら
れ
た
人
は
、
そ
の
旨
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

一

市

営

住

宅

一

一
補
充
入
居
者
一

五
十
四
年
市
営
住
宅
の
補
充
入
居
者

募
集
を
一
月
十
二
日
幽
か
ら
二
十
二
日

間
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
皆

さ
ん
は
、
市
役
所
二
階
管
理
課
へ
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、

一
月
一
日
発
行
の
広
報
う
、え

だ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
抽
選
日
と
場
所
〉

一
月
三
十
日
附
市
役
所
六
階
会
議
室

で
午
前
九
時
か
ら
。

〈入
居
に
つ
い
て
〉

補
充
入
居
で
す
か
ら
、
希
望
す
る
団

地
の
住
宅
が
あ
い
た
と
き
、
入
居
の
順

番
に
従

っ
て
入
居
で
き
ま
す
。
た
だ
し

入
居
で
き
る
有
効
期
聞
は
一
年
で
す
。

〈お
問
合
せ
〉

管
理
課
住
宅
係

(
宮
@
四
一

O
O
内

線
三
四
五
有
線
②

O
七
三

こ

5
、
同
居
の
祖
父
母
、
お
じ
、
お
ば
が

い
る
場
合
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が

で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
証
明
が
で

き
る
書
類
。

〈
そ
の
他
〉

添
付
書
類
が
不
完
全
な
場
合
は
、
申

請
を
受
付
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

一
中
電
料
理
教
室
一

一

の

受

講

生

一

期

間

l
来
年

一
月
十
八
日
か
ら
一
一
一
月

ま
で
の
第
一
・
三
木
曜
日

時

間

l
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
同
三

時
三
十
分
ま
で
。

場

所

1
中
部
電
力
棚
上
国
営
業
所
会

議
室
。

会

費

l
材
料
代
と
し
て
、
一
回
三
百

円
程
度
。

定
員
・
申
込
先
・
お
問
合
せ

l
三
十
名

中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
サ
ー
ビ

ス

課

(
宮
@
一
二
四

O
)。
た
だ
し
、
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

資

格

11 

日召

和

十

年

月

日

台、一一一一一F ー

新
有
権
者

感

想

文



ら
同
三
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

感
想
文
の
内
容
H
H
成
人
を
迎
え
た
入
、

ま
た
は
迎
え
る
人
の
新
有
権
者
と
し

て
の
感
怨
。
選
挙
を
体
験
し
、

地
万

自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
。
新
有
権
者
と
し
て
の
内

容
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。

原
稿
量

l
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以

内。

締
切
日

1
五
十
四
年
一

一
月
三
十
一
日
、

当
日
消
印
有
効
。

提
出
先

l
上
田
市
役
所
内
、
上
田
市
選

挙
管
理
委
員
会
(
干
三
八
六
大
手
一

ー
一一

|
二
ハ
)

入
選
発
表
・
貧
H
H
直
接
入
選
者
に
通
知

し
ま
す
。
最
優
秀
賞

1
五
万
円
(
一

樹
)
。
入
賞

1
三
万
円
(
五
編
)
。
佳

だ 昭和53年12月16日一一一一(8)ーえヴ一第 781号 (れね脳部)一一一広報

い
よ
い
よ
白
銀
が
招
く
ス
キ
|
シ

菅平へのスキーは

雲嶺荘を利用しよう

〔装いを一新

より快適になりました〕

作
u
H

一
万
円
(
数
編
)
。

そ
の
他

1
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
を
原
稿
の

末
尾
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

入
選
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
に
属

し
ま
す
。

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た

が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
労
働
災

害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

年
末
で
仕
事
量
が
増
し
、
多
忙
を
き

わ
め
る
た
め
注
意
力
が
散
浸
に
な
る
の

が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
次
の

業
種
に
携
わ
る
人
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

忙
し
い
年
末

労
働
災
害
に

注
意
し
よ
う

ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
ス
キ

ー
旅
行
の
計
画
は
立
て
ら
れ
ま
し
た

カ・・・有
名
な
菅
平
ダ
ポ
ス
を
自
の
前
に

し
た
絶
好
の
場
所
に
あ
る

H

雲
嶺
荘
H

(
上
田
市
、
真
田
・
東
部
町
の
共
有

財
産
組
合
が
運
営
)
は
、

A
-
C
棟

(
個
室
)
の
暖
房
設
備
を
完
備
す
る

と
と
も
に
、
内
部
を
改
築
、
装
い
を

新
た
に
し
て
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
キ
|
用
具
も
新
し
く
購

入
し
、
充
実
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用

し
+
手
ー
し
ょ
、
7
。

工
事
量
が
増
、
え
て
い
る
建
設
業
、
残

業
の
多
く
な
る
製
造
業
、
荷
動
き
の
忙

し
く
な
る
貨
物
取
扱
業
、
官
問
、
さ
の
た
め

体
の
動
き
が
鈍
く
な
る
屋
外
作
業
や
林

業
関
係
。

労
働
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
年
末
は
な

に
か
と
気
ぜ
わ
し
く
い
ろ
い
ろ
な
災
害

が
起
り
が
ち
で
す
が
、
み
ん
な
で
注
意

し
、
一
家
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
お
正
月
が

迎
え
ら
れ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

く
だ
さ
い
。

料

金

1
A
・
C
棟
一
泊
二
食
付
き

大
人
三
千
百
円
。
小
中
学
生
二
千

百
七
十
円
。

B
棟

(
大
部
屋
)
一

泊
二
食
付
き
、
大
人
二
千
五
百
七

十
円
。
小
中
学
生
一
千
八
百
丘
十

円
で
す
。

申
込
先
・
お
問
合
せ

1
体
育
課

(
宮

@
四
一

O
O内
線
五
五
五
)。

以
田

町
役
場

(
宮

O
二
六
八
七
②
二
二

四

三

)

一

そ
の
他
H
H
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
来

年
一
月
七
日
ま
で
は
満
貝
で
す
。

一
酒
を
や
め
た
い
皆
さ
ん
一

一

断

酒

会

に

同

一
参
加
し
よ
う
一

酒
を
や
め
た
い
が
や
め
ら
れ
ず
に
悩

ん
で
い
る
皆
さ
ん
、
断
酒
会
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
、
次
の
日
程
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

l
毎
週
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら

九
時
ま
で
。
(
ロ
月
は
幻
・
沼
目
。

1
月
は

4
・
日

-
m
・
お
日

)

と
こ
ろ

l
上
田
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

(
ロ
月
初
日
の
み
柳
町
自
治
会
館
)

お
問
合
せ

1
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
九

O
)

乳

児
三
歳
児

検

吾会
開7

一
月
の
乳
児
、
三
歳
児
検
診
を
次
に

よ
り
行
い
ま
す
。
時
聞
は
、
い
ず
れ
も

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
。

母
チ
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

三歳児検診日程表

会場 上回市健康センター

地区

対

象 50年12月生

児

l月

乳児検診日程表

会鳴
d，川内十 t ~

上田市健J，Jlセ ン ター 出国防 f鍵/，Jtセ 〆ター 福祉センター

対
4カ・月光 9か月兇 l歳半兇 4.9か月児 l員畳半児 1歳半児

.. 53年 9月 52年 6月 52年 6丹生

J足
53年 9月主 53宥 4月世 52年 7月牛 53年 4月生 52年 7月宝 52年 7月

地区 ，覇市内，日市内 新市内!旧市内 新市内1，日市内 広回全区 温回全区 川西全区

1月 10日 117B 124固い1日 12 B 126日 16日 23日 9日



り
ま
し
た
が
、
幸
い
人
命
に
か
か
わ
る

事
故
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

県
外
で
、
タ
コ
を
取
ろ
う
と
電
柱
に
の

ぼ
り
感
電
し
て
堕
落
、
死
亡
す
る
と
い

う
悲
し
い
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

楽
し
い
タ
コ
あ
げ
が
、
悲
し
い
事
故

を
引
き
お
こ
き
な
い
よ
う
、
タ
コ
は
必

こ
れ
か
ら
年
末
、
年
始
の
買
物
な
ど

で
、
市
街
地
に
出
て
こ
ら
れ
る
皆
さ
ん

が
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
お
底

の
人
に
話
し
を
し
て
気
軽
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

市
民
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、
ご
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
公
害
課
環
境
指
導

係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
よ
宮
@
四
一

0
0
内
線
二
九
四
)

ず
広
場
で
あ
げ
る
よ
う
大
人
が
チ
供
を

指
導
す
る
と
と
も
に
、
万
一
、
電
線
に

ひ
っ
か
け
た
場
合
は
、
絶
対
に
電
柱
や

鉄
塔
に
は
の
ぼ
ら
な
い
で
、
中
部
電
力

棚
上
回
営
業
所
(
宮
@
一
二
四

O
)
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

だ一一一(別15A;凶当日) 第 781与すー

中
央
の
商
庖
街
に

商底
の
協力
で
「
市
民
ト
イ
レ
」

開
設

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う

-つよ
を
し

凶
り

±AV

十め

l
υ

「
J

S目
ω

タ
ム王

胃
‘
、
町
一}

丈
到

週
よ

円
f
a

，
‘‘
‘.

線
以

電
し

菜
泊
五
十
カ
ン
社
会
福
祉
施
設
へ
。

マ
笠
原
藤
治
様
(
浦
野
)
横
断
旗
五

十
本
浦
里
小
学
校
児
童
通
学
路
へ
。

マ
東
芝
住
宅
産
業
側
様
立
管
式
消
火

栓
器
具
一
式
消
防
用
水
利
と
し
て

マ
高
橋
い
ち
ょ
械
(
中
央
二
十
万

円
山
本
鼎
記
念
館
備
品
購
入
伐
と
し

て。マ
桐
井
乙
彦
様

(
東
京
都
)
一
一
卜
万

円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
・

マ
一
市
民

(
M
m
名
希
望
)
ミ
カ
ン
五

十
箱
社
会
福
祉
施
設

へ

以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
こ
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
以
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
@

市
は
、
市
街
地
商
庖
街
の
公
衆
便
所

対
策
を
F
J
え
て
き
ま
し
た
が
、
適
当
な

場
所
や
ス

ペ
ー
ス
が
な
い
こ
と
、
下
水

道
と
の
つ
な
が
り
な
ど
か
ら
、
新
し
く

公
衆
便
所
を
つ
く
る
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
無
理
な
の
で
、
次
の
各
商
庖
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
各
庖
に
あ
る
ト
イ
レ

を
「
市
民
ト
イ
レ
」
の
名
称
で
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
ト
イ
レ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
庖

の
ご
好
立
に
よ
り
開
放
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
使
う
と
き
は
、
汚
さ
な
い
よ
う
注

意
し
、
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

使
用
で
き
る
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

商
底
が
聞
い
て
い
る
時
間
で
す
。

〈
松
尾
町
〉

有
限
会
社
萩
原
商
底
松
尾
町
庖
一
階

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
。

〈
海
野
町
〉

株
式
会
社
ヤ
ジ
7

時
計
眼
鏡
庖
二
階

午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
。

〈
原

町

〉

株
式
会
社
ほ
か
り
一
階

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
三

十
分
。

こ
の
市
民
ト
イ
レ
は
、
買
物
や
用
事

で
市
街
地
に
で
で
き
て
も
公
衆
便
所
が

少
な
く
、
不
便
を
感
じ
る
人
が
多
い
こ

と
か
ら
、
市
が
商
工
会
議
所
を
と
お
し

て
各
商
眉
会
に
協
力
を
お
願
い
し
て
き

た
結
果
、
前
述
の
各
高
庖
か
ら
同
意
が

得
ら
れ
ま
し
た
の
で
開
設
し
ま
し
た
。

タコ上げはやめよう
¥
、
1
l
a
t
-
E』
『
』

1
/

、
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っ

1
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遣
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へ

線

力
電
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/
'
s
t
i
l
l
-
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電線の近くでの
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ご
寄
付
お
礼

昨
シ

ー
ズ
ン
県
下
で
、
八
百
八
十
四

件
も
タ
コ
が
電
線
に
か
ら
む
事
故
が
あ

マ
山
越
完
五
口
様
(
東
京
都
)
洗
剤
四

十
箱
生
活
保
護
世
島
市
お
よ
び
社
会
福

祉
施
設

へ。

マ
水
沢
荘
一
郎
様
(
岡
)
円
盤
一
千

個
園
児
用
遊
具
と
し
て
各
保
育
凶

ヘ

マ
総
本
部
神
聖
館
様
=
一
万
円
社
会

福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
上
回
日
本
無
線
側
第
三
工
場
二
階
従

業
員
一
同
様
二
万
八
千
六
百
三
十
五

円
社
会
福
祉
事
業
資
金
と
し
て
。

マ
竹
重
為
彦
様
(
北
御
牧
村
)
野
沢

郵便による不在者投票

(身体障害者)

身体障害者手帳の交付を受け

ている人で、両下肢(し)、体幹

障害が 1級、または 2級の人。

心臓、じん臓、呼吸器障害が 1級

または 3級の人。戦傷病者手帳

の交付を受けている人で、両下

肢(し)、体幹障害が特別項症か

ら第 2項疲までの人。 心臓、じ

ん臓、呼吸器障害が特別項症か

ら第 3項症までの人は在宅のま

ま郵便による投票ができます。

この場合は選挙管理委員会の

委員長が発行する証明書が必要

となりますので該当する人は、

選挙管理委員 会へ早自にご相談

くださし、。

同証明書は、 4年間有効です。

50年にこの証明書の交付を受け

た人は、 54年で期限が切れます

ので、現在、お手元の証明書を

確認して、 50年発行で引き続き

証明書を必要とする人は、早目

に交付申請の手続きをしてくだ

さし、。

お問合せー上田市選挙管理委員

会 (ft@4100内線571)

与も選刊識
⑬ 
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事
業
所
ぐ
る
み
で
加
入
し
よ
う

上
田
市
勤
労
者
互
助
会

生
活
資
金
日
万
円
住
宅
資
金
剛
万
円
融
資

皆
さ
ん
「
上
岡
市
勤
労
者
互
助
会
」

を
ご
存
知
で
す
か
:
:
。

こ
の
勤
労
者
疋
助
会
は
、
市
が
っ
く

り
労
働
組
合
の
な
い
小
規
模
事
業
所
(

湖
底
、
会
社
、
工
場
な
ど
)
に
お
勤
め

の
皆
さ
ん
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
明
る
い

職
場
を

つ
く
る
と
と
も
に
、

生
活
の
安
定
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

報

す

で

に

、

二
百
三
十
事
業
所
、
約
一

広

干

名

の
皆
さ
ん
が
入
会
さ
れ
「
加
入
し

一
て
役
に
だ

っ
た
」
と
好
評
を
得
て
い
ま

一

す

。

引

刑

ま

だ

加
入
さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は

山
川
労
政
課
内
の
同
会
事
務
局
へ
ご
相
談
〈

フ
』
川
h

川
…
酬
だ
さ
い
(
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー

肝心

内
宮
@
四

一
O
O内
線
三

O
七
)

一

こ

の
互
助
会
で
は
、
会
員
相
互

の
助

一
け
合
い
事
業
と
し
て
、
会
員
死
亡
時
に

一
十
五
万
円
、
住
宅
全
焼
の
時
二
十
万
円

一

結

婚

に

一
万
五
千
円
な
ど
を
給
付
す
る

号
「
共
済
事
業
」
。
思
わ
ぬ
出
資
や
病
気
、

別
事
故
の
と
き
に
五
十
万
円
ま
で
お
貸
し

勾
『第

す
る
「
生
活
資
金
貸
付
事
業
」
。
市
内
に

一
住
宅
を
建
て
る
と
き
に

一
千
万
円
ま
で

えつ

会
員
の
皆
さ
ん
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

汐
入
会
手
続
は
簡
単
で
す
4

入
会
す
る
場
合
は
、
同
会
事
務
局
に

あ
る
入
会
届
と
入
会
金
百
円
、
会
費
二

百
円
(
月
額
)
を
添
、
え
て
提
出
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
す
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
仲
間
を
誘
い
あ
っ
て
事
業

所
ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

各
事
業
所
の
事
業
主
の
皆
さ
ん
も
、

こ
の
互
助
会
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
従

業
員
の
皆
さ
ん
の
加
入
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

お
貸
し
す
る
「
住
宅
資
金
貸
付
事
業
」

(
利
子
補
給
が
県
か

ら
約
十
万

1
十
一

万
円
、
市
か
ら
約
八
万

1
九
万
円
あ
り

ま
す
。)
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

パ
ス

旅
行
、
家
庭
医
薬
品
の
配
布
、
別

所
相
染
閣
の
無
料
利
用
券
の
交
付
な
ど

公害をなくし

住みよい上田市を目指す

〔公害防止監視員を委嘱〕

自
然
に
恵
ま
れ
た
上
田
市
も
、
河
川

や
農
業
用
水
の
汚
れ
、
騒
音
、
悪
臭
な

ど
の
公
害
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
害
を
監
視
お
よ
び
防
止

し
、
市
民
み
ん
な
の
健
康
と
生
活
環
境

や
自
然
を
守
る
た
め
、
ご
苦
労
い
た
だ

く
「
公
害
防
止
監
視
員
」
の
皆
さ
ん
を

新
た
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

監
視
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
河
川
の
汚

染
防
止
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
公
害
発
生
源

の
監
視
お
よ
び
家
庭
雑
排
水
処
理
そ
う

の
普
及
な
ど
の

仕
事
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

公
害
防
止
箆
視
員
制
度
は
、
住
民
の

参
加
方
式
を
取
り
入
れ
、
公
害
防
止
の

充
実
を
図
る
た
め
、
市
長
が
各
地
域
の

皆
さ
ん
に
委
嘱
し
て
い
る
制
度
で
す
。

公
害
に
つ
い
て
、
苦
情
や
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
ら
下
表
の
皆
さ
ん
に
気
軽

に
こ
相
談
く
だ
さ
い

。

(敬称略)

I也区 氏 名 f主 所 電 話 地区 氏 名 住 所 電 話

東 音E
橋詰幸太郎 常国2-20-14 公 22-0967

神科
室山林一 上回 86

喜主妻手主長ゴi議務;委
小平大ニ 踏入2-17-23 公 22-7334 中曽根徳宝 古里411

南 音B
窪田昭二 天神 1-2-30 公 22-4718

豊殿
春原寿勝 林之郷308

大久保智幸 大手 2-6-5 公 22-8445 東山徳夫 殿城1，610-1

中 央
池田正幸 中央4-16-14 公 22-1304 中塩田 工藤弥重郎 八木沢508

阿部政吉 中央 2-5-4 公 22-1534東塩田 桜井精佐 古安層3767 公 22-6215

北 部
宮下正義 中央5-16-27 公 22-3972富士 山 依田賢一 富士山3202 乏草ZE 3 8 -25 G7 82 3 5 

牧 野 広貞 中央東2-23 公 22-0089西塩田 小出栄重 則山 780 乏毛王E 38 -6206219 1 

西 音E
春原泰夫 常磐城4-3-14乏羊lZr 222一一一一08058231 5JU 所 ニ田村年局 別所温泉126 公 38-2739

ィ、材日 勇 緑方、丘3-21-1公 23一2918 泉 武田健次郎 小泉 622
専委有宝::-長F23三掛話3822器923 6 

城 下
小林正人 諏訪形1717 有 3-4772浦 里 横山 武 浦野 6

金子善寿 中之条1400-33有 3-4103室 賀 土屋丈夫 下室賀2637

塩 尻
山田藤作 上塩尻265 公 24-1859漁業組合 浜村四郎 天神1-6-4 公 23-0253

ニ浦守人 下塩尻679
三乏草企在ヨとE「2三2327二一-一一一二-些0218498鎧938 9 7 

六ヶ村堰 宮下一郎 中村1，106 公 22-7827

)11 辺
松井 信 築地485 桝綱用水 中沢 登 秋和 778

手'著ム=王王 223272=一一一一一一=8T84万6570吉69玄6 2 7 
宮 沢貞十 川辺町802 公 22-4549八幡用水 小林 寿 秋和 629

泉 田 若林茂 人 福田18-17

吾雲;ぞiEi鰭i; ; 衛協生議推会進
加藤友一 中央1-5-12公 22-0931

神 )11 
竹内 一郎 国分545 室賀舜象 富士山1，648 乏季Ef 3 8 -52 88 42 6 1 

高 島利男 大屋488

上田市公害防止監視員名簿
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